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　７月７日㈰に第13回栄村駅伝大会が開催され
ました。村内外から計14チームが出場し、６区
間12.3㎞のコースで白熱した闘いが繰り広げら
れました。
　特別参加で武蔵村山市や飯山市栄村野球部合
同チームに出場いただき、大会が大いに盛り上
がりました。

～第13回栄村駅伝大会～



（2）広 報 さ か え令和元年８月１日

警戒レベル４で全員避難!!
早めの防災対策・避難行動を行いましょう。
　夏から秋にかけては、台風や前線の影響で大雨、洪水、暴風による自然災害が発生しやすい季節です。
　気象庁が発表する防災気象情報に注意して早めの防災対策を行うとともに、村から避難情報が発令された
場合は地域の皆さんで声をかけあって安全・確実に避難しましょう。

注１　警戒レベルは１～５の順番で発表されるとは限りません。
注２　村は様々な情報をもとに避難情報を発令します。必ずしも防災気象情報と同じレベルの避難情報が同時

に発令されるわけではありません。
　　　例）気象庁から大雨警報（警戒レベル３相当情報）が発表されましたが、人家付近で災害が発生するお

それが少なく、緊急の避難が必要でない場合等は避難情報を発令しません。

○警戒レベルと避難行動、防災気象情報の関係

○避難情報発令時の村からの広報の例
　「緊急放送、緊急放送。大雨による土砂災害の危険性が高まったため、○○地区に対し、警戒レベル４避難勧
告を発令しました。○○地区の皆さんは直ちに△△（避難場所）へ避難してください。」

避難情報等
防災気象情報
国土交通省・気象庁・
都道府県が発表

警戒レベル とるべき行動 避難情報等 警戒レベル相当情報

警戒
レベル５

　既に災害が発生している状況
であり、命を守るための最善の
行動をとる。

災害発生情報（※）
（※）災害が発生していること
を把握した場合に、可能な範
囲で発令
【村が発令】

警戒レベル５相当情報
　大雨特別警報　等

警戒
レベル４
全員避難

　速やかに避難場所へ避難する。
避難場所までの避難が危険と考
えられる場合は、近くの安全な
場所等に避難する。

避難勧告
避難指示（緊急）
【村が発令】

警戒レベル４相当情報
　土砂災害警戒情報　等

警戒
レベル３
高齢者等は
避難

　要配慮者（ご高齢の方、障が
いのある方、乳幼児等）とその
支援者は避難を開始する。
　その他の人は避難の準備を整
える。

避難準備・高齢者等
避難開始
【村が発令】

警戒レベル３相当情報
　大雨警報
　洪水警報　等

警戒
レベル２

　避難に備え、ハザードマップ
等により自らの避難行動を確認
する。

洪水注意報
大雨注意報　等
【気象庁が発表】

上記の警戒レベル相当情
報は、住民が自主的な避
難行動をとるために参考
とする情報警戒

レベル１
災害への心構えを高める。

早期注意情報
【気象庁が発表】

【 】
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第
13
回

 
栄
村
駅
伝
大
会
結
果

北
信
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に

お
い
て
第
一
分
団
が
優
秀

な
成
績
を
収
め
ま
し
た

　
7
月
7
日
㈰
第
13
回
栄
村
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら
7
チ

ー
ム
、
東
京
都
武
蔵
村
山
市
か
ら
5
チ

ー
ム
、
飯
山
市
城
北
中
学
校
と
栄
中
学

校
の
野
球
部
合
同
チ
ー
ム
が
2
チ
ー

ム
。
計
14
チ
ー
ム
が
北
野
か
ら
横
倉
の

農
村
広
場
ま
で
の
6
区
間
12
・
3
㎞
を

走
り
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
全
チ
ー
ム
が
完
走

し
ま
し
た
。

　
梅
雨
の
晴
れ
間
、
沿
道
で
は
大
勢
の

皆
様
か
ら
選
手
に
応
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
警
察
官
、
地
区
公
民
館

や
交
通
安
全
協
会
な
ど
多
く
の
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
7
月
7
日
㈰
に
中
野
合
同
庁
舎
に
お

い
て
令
和
元
年
度
北
信
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
、
栄
村
消
防
団
第
一
分

団
水
内
部
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
北
信
6
市
町
村
の
地
区
大

順位 チーム名 記録

１ 駅伝愛好会 40分46秒

２ あおくら 48分21秒

３ 森 48分36秒

４ エゴーマさかえ 51分47秒

５ サンケン 55分02秒

６ 栄村役場民生課 55分37秒

７ こたき 60分58秒

【総合の部】

順位 チーム名

広域公民館地区内の居住者や出身者で編成さ
れたチームを「地域の部」として表彰しました。

１ あおくら

２ 森

３ こたき

【地域の部】

武
蔵
村
山
市

峰すいそう会 52分40秒

西部地区おやじの会 52分45秒

でえだらチーム 53分35秒

かたくりチーム 50分22秒

えのきチーム 48分07秒

城北・栄中 野球部Ａ 49分21秒

城北・栄中 野球部Ｂ 53分54秒

城北・栄中 野球部Ｃ 欠場

【特別参加】

飯
山
市
・

栄
村
合
同

会
を
勝
ち
上
が
っ
た
全
9
チ
ー
ム
が
そ

の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
第
一
分
団
の

選
手
た
ち
は
、
岳
北
消
防
本
部
栄
分
署

職
員
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

5
月
中
旬
か
ら
2
カ
月
に
も
及
ぶ
厳
し

い
訓
練
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
本
番
で

は
そ
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
息

の
合
っ
た
動
作
と
厳
正
な
規
律
、
卓
越

し
た
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
見
事
第
3
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を

収
め
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

●
第
一
分
団
水
内
部
の
選
手

　
指
揮
者
　
高
橋
健
太
　（
青
倉
）

　
一
番
員
　
上
倉
大
輔
　（
森
）

　
二
番
員
　
島
田
　
洋
　（
青
倉
）

　
三
番
員
　
齋
藤
　
匠
　（
森
）

　
補
　
欠
　
滝
澤
一
史
　（
森
）
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このように電気柵の電線に雑草等が触れていると
電流が流れませんので、電線周りの除草を徹底してください。

このように、周囲の人が分かりやす
い位置に危険表示を行う。

電気柵の購入補助について
　電気柵は農作物を有害鳥獣から守るのに大変有効です。村では、電気柵を設置した農業者に費
用の一部を補助します。
◇対 象 者　　村内に住所を有する農業者
◇補 助 率　　購入費用の1／2以内（限度額３万円）
◇申請方法と補助金支払いまでの流れ
　１　電気柵を購入する前に役場へ①申請書②電気柵のカタログ③見積書を提出する。
　２　電気柵を購入・設置後に役場へ①実績報告書②設置場所の写真③領収書の写しを提出する。
　３　役場による現地確認
　４　補助金の支払い

【問合せ先】　産業建設課　農林係　☎０２６９－８７－３１１３

よ りだ健保
健康診断・がん検診は、受けた後が大事です

～精密検査の必要な方は必ず行きましょう～

　今回の保健だよりを皆さんがご覧になる頃には、栄村で集団実施する健康診断や
がん検診が全て終了となります。
　またその結果も健診機関から届き次第、順次皆さんのお手元へお届けしています。
　さて、健診を受け、結果を確認した後は皆さんどうしているでしょうか。中には
受け取ったその場で確認してそれっきり………という方もいらっしゃるかもしれま
せん。これからは是非とも次のステップにつなげていただきたいと思います。
　特に、精密検査を受ける必要のある方は必ず医療機関で受診しましょう。また、精密検査が必要
でなかった方も、結果を見直し自身の生活や健康を振り返り考えてみましょう。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
停
電
情
報
お
知
ら
せ

サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て

克
雪
住
宅
事
業
の

 

募
集
に
つ
い
て

住
宅
耐
震
診
断
・

住
宅
耐
震
改
修
事
業
の

 

募
集
に
つ
い
て

　
中
部
電
力
で
は
、
電
気
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
お
届
け
す
る
「
停
電
情

報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
運
用
し
て

い
ま
す
。
自
宅
等
の
契
約
を
登
録
す
る

こ
と
で
、
契
約
単
位
で
停
電
・
復
旧
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
離
れ
て
暮

ら
す
ご
家
族
の
情
報
も

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
受
信

で
き
る
た
め
安
心
で

す
。
ま
た
、
停
電
地
域

を
マ
ッ
プ
上
で
色
付
け

表
示
し
、
状
況
確
認
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
更
に
、
チ
ャ
ッ

ト
上
で
画
像
の
送
受
信

が
可
能
と
な
り
、
お
問

い
合
わ
せ
が
よ
り
ス
ム

ー
ズ
に
！
そ
の
他
に
も

便
利
な
チ
ャ
ネ
ル
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク

セ
ス
し
、
無
料
で
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
！

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
豪
雪
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
雪
下
ろ

し
に
よ
る
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、
作

業
中
の
転
落
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
村
が
行
う
住
宅
の
克
雪
化
へ
の
支

援
に
対
し
て
県
が
そ
の
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
で
す
。

◇
対
象
者

①
克
雪
住
宅
の
整
備
を
行
う
住
宅
の
所

有
者
又
は
借
受
者

②
村
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
当
該
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
者
又
は
克
雪
住

宅
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
本
村
に
住
所

を
移
し
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
者

③
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

◇
対
象
工
法

・
融
雪
型
克
雪
住
宅

　
対
象
：
新
築
、
増
改
築
、
改
修

・
自
然
落
雪
型
克
雪
住
宅

　
対
象
：
改
修
の
み

◇
補
助
率

　
対
象
工
事
費
の
1
／
5

◇
補
助
上
限
額

　
60
万
円

※
事
業
着
手
前
に
必
ず
申
請
を
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
0
2
6
9
―

8 
7
―

3
1
1
3

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
に
お
い
て
、
耐
震
診
断

士
を
派
遣
し
耐
震
診
断
を
実
施
（
費
用

は
村
が
負
担
し
ま
す
）し
、そ
の
結
果
耐

震
補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
際
、
工

事
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

◇
内
容

　
村
が
実
施
し
た
診
断
に
よ
る
精
密
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
1
・
0

未
満
で
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
総
合
評
点
が
0
・
7
以
上
か

つ
工
事
前
の
総
合
評
点
を
上
回
る
工
事

に
対
し
、
工
事
費
・
設
計
費
及
び
補
強

計
画
に
要
す
る
経
費
の
2
／
3
以
内
も

し
く
は
1
2
0
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◇
補
助
限
度
額
　
1
2
0
万
円

※
申
請
者
が
補
助
交
付
申
請
を
行
う
日

の
属
す
る
年
の
前
年
度
の
所
得
が
、

以
下
の
額
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

・
給
与
所
得
の
み
の
方
　

　
収
入
金
額
：
1
，
4
4
2
万
円

・
そ
の
他
の
方

　
収
入
金
額
：
1
，
2
0
0
万
円

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
0
2
6
9
―

8 

7
―

3
1
1
3

【問合せ先】
中部電力株式会社
長野支社営業部
☎0 2 6 - 2 3 2 - 9 0 6 0

※ご利用可能な
Android™のバージョンは
Android™6.0 以上と
なります。

※ご利用可能な
iPhone のバージョンは
iOS10 以上となります。
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原
爆
死
没
者
の

 

慰
霊
に
つ
い
て

第
３
回
さ
か
え

 

夏
ま
つ
り
の
開
催

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
に
つ
い
て

林
業
退
職
金

共
済
制
度（
林
退
共
）の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

全
国
一
斉
養
育
費

 

電
話
相
談
会
の
開
催

健
康
を
考
え
る
講
演
会

　
栄
中
学
校
の
生
徒
は
、
平
成
25
年
か

ら
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
8
月
6
日

に
広
島
市
で
行
わ
れ
る
広
島
平
和
記
念

式
典
に
出
席
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
学
習
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
3
年
生
10
名
が
参
加
し
ま

す
。
最
近
は
日
本
周
辺
で
も
核
実
験
の

実
施
や
、
そ
れ
に
伴
う
国
家
間
の
緊
張

の
高
ま
り
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
栄
村
で
は
、
原
爆
死
没
者
な
ら
び
に

戦
争
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
8

月
6
日
㈫
午
前
8
時
15
分
と
8
月
9
日

㈮
午
前
11
時
2
分
。
終
戦
と
な
っ
た
8

月
15
日
㈭
正
午
の
計
3
回
に
わ
た
り
、

黙
祷
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
告
知
放
送
で
ご
案
内
し
ま
す

の
で
村
民
の
皆
様
も
協
力
い
た
だ
け
る

範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
そ
の
時
間
に

合
わ
せ
て
黙
祷
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
民
生
課
　
住
民
福
祉
係

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
1
1
4

　
村
民
み
ん
な
で
大
宴
会
！

参
加
型
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
で

豪
華
賞
品
を
狙
え
！

　
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
踊
っ

て
！
暑
い
夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

◇
期
日
　
令
和
元
年
8
月
16
日
㈮
・
令

和
元
年
8
月
17
日
㈯

◇
時
間
　
午
後
3
時
か
ら
午
後
8
時

◇
場
所
　
J
A
森
宮
野
原
駅
特
設
会
場

【
問
合
せ
先
】

　
第
3
回
さ
か
え
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
事
務
局
　
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
3
3
3

　
10
月
1
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
率
引
上
げ
が
、
低
所
得
者
や
子
育
て

世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
商
品
券
を
購
入

で
き
る
方
に
は
役
場
か
ら
購
入
の
た
め

の
書
類
を
、
8
月
1
日
以
降
に
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

電
話
で
販
売
す
る
と
い
う
〝
詐
欺
〞
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
栄
村
で
は
、
電
話
等
で
商
品
券
の
販

売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
栄
村
役
場
民
生
課
住

民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

　
栄
村
役
場
民
生
課
住
民
福
祉
係

　
☎
0
2
6
9
―

8 

7
―

3
1
1
4

　
林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
た

林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制

度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金
請

求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い

方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の

支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

　
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
0
3
―

6
7
3
1
―

2
8
8
9

◇
日
時
　
令
和
元
年
9
月
7
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◇
電
話
番
号

　
0
1
2
0
―

5
6
7
―

3
0
1

　（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
☎
0
2
6
―

2
3
2
―

7
4
9
2

　
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
、
興
味
を

持
ち
実
践
し
た
く
な
る
、
聞
い
て
ガ
ッ

テ
ン
、
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
、
お
も
し

ろ
健
康
学
講
演
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

講
師
　
N
H
K
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」

元
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
北
折
　
一 

氏

場
所
　
栄
村
役
場
　
か
た
く
り
ホ
ー
ル

期
日
　
令
和
元
年
9
月
8
日
㈰

　
時
間
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
日
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！



広 報 さ か え（7） 令和元年８月１日

「
ホ
タ
ル
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
内
外
か
ら
子
ど
も
連
れ
の
方
な
ど
24

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
野
天
満
温
泉
の
広
間
で
、
村
史
執

筆
員
の
三
石
暉
弥
講
師
か
ら
ゲ
ン
ジ
と

ヘ
イ
ケ
の
見
分
け
方
な
ど
聴
講
し
、
暗

く
な
っ
た
公
園
内
を
歩
き
ま
し
た
。
つ

り
橋
付
近
の
小
池
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

ゆ
っ
く
り
飛
び
な
が
ら
幻
想
的
な
光
を

発
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

７月３日「ホタル観察会」

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

昭
和
30
年
代
に
発
掘
さ
れ
た
栄
村
最

古
（
約
２
万
５
千
年
前
）
の
石
器
65
点

（
大
久
保
の
小
坂
遺
跡
出
土
）
を
、
東

京
の
國
學
院
大
學
博
物
館
か
ら
借
用
し

ま
し
た
。
黒
曜
石
の
光
沢
が
み
ご
と
で

す
。
８
月
中
、
役
場
開
庁
日
の
９
時
か

ら
17
時
ま
で
編
纂
室
で
展
示
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

越
後
の
文
人
・
鈴
木
牧
之
は
文
政
11

（
１
８
２
８
）
年
に
秋
山
郷
を
旅
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
紀
行
文
『
秋
山
記

行
』
の
自
筆
草
稿
本
は
こ
の
世
に
一
冊

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
新
潟
県

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小

千
谷
市
の
個
人
の
方
が
所
有
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
ご
厚
意
に
よ
っ
て

写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
併
せ
て
村
史
へ
の
写
真
掲
載

も
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
㈬
午
後
７
時
30
分
か
ら
北

野
天
満
温
泉
に
お
い
て
自
然
講
座
７

小
坂
遺
跡
出
土
石
器
の
里
帰
り
展

ホ
タ
ル
い
た
ぞ
！

自
然
講
座
開
催

『
秋
山
記
行
』草
稿
本
を
撮
影

　

こ
ん
に
ち
は
、
秋
山
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
石
川
で
す
。
早
い
も
の
で
私
の
協
力

隊
の
全
任
期
も
半
分
が
過
ぎ
協
力
隊
と
し

て
は
折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
で

は
少
し
ず
つ
任
期
後
の
こ
と
を
考
え
て
お

り
、
準
備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

な
身
の
振
り
方
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
ど
ん
な
形
に
せ
よ
今
後
も
栄
村
の
助

力
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

春
以
降
の
活
動
で
は
、
今
年
も
協
力
隊

で
借
り
て
い
る
田
ん
ぼ
耕
作
を
始
め
ま
し

た
。
去
年
の
心
残
り
だ
っ
た
畦
の
改
修
や

水
取
入
れ
の
改
良
な
ど
を
や
っ
て
い
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
５
月
も
終
わ
り
そ
う

に
、
そ
ん
な
時
に
い
た
だ
い
た
企
画
「
信

州
プ
ロ
レ
ス
グ
レ
ー
ト
無
茶
と
田
植
え
体

験
」
を
こ
ち
ら

の
田
ん
ぼ
で
で

き
な
い
か
と
。

こ
ん
な
体
験
は

な
か
な
か
で
き

な
い
と
コ
ラ
ボ

田
植
え
の
開
催

を
決
定
し
ま
し

た
。開
催
当
日
、

一
般
参
加
は
ほ

ぼ
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
で
し

た
が
去
年
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
大
人
数

で
の
楽
し
い
田
植
え
と
な
り
ま
し
た
。
皆

で
腰
を
痛
め
な
が
ら
の
手
植
え
体
験
に
ハ

ン
ド
田
植
え
機
の
操
作
体
験
と
初
め
て
の

経
験
に
参
加
者
も
大
興
奮
で
し
た
。今
後
、

稲
の
生
育
は
私
の
作
業
に
な
り
ま
す
が
収

穫
や
、
収
穫
後
の
米
の
活
用
な
ど
コ
ラ
ボ

で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
の
で
是
非
来
年

以
降
に
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

活
動
と
は
違
い
私
事
で
す
が
、
去
年
の

消
防
団
に
加
え
、
今
年
か
ら
遭
難
対
策
協

議
会
（
遭
対
協
）
と
栄
村
猟
友
会
に
入
会

し
、少
し
ず
つ
山
の
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
個
人
で
は
そ
ん
な
に
山
に
は
行
け
て
い

な
い
の
に
）
総
会
な
ど
で
耳
に
す
る
の
は

大
事
に
は
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
す
で
に

発
生
し
て
い
る
山
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
無
茶
を
し
て
の
プ
チ
遭
難
で

し
た
。
最
近
で
は
自
然
体
験
を
謳
う
レ
ジ

ャ
ー
が
増
え
て
き
て
い
て
本
当
の
自
然
へ

の
恐
怖
、
経
験
が
薄
れ
て
い
る
の
も
原
因

の
一
つ
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
整
備

さ
れ
た
道
、
看
板
一
つ
に
も
安
心
を
感
じ

整
備
者
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
安
心
、
安
全
に
少
し
で
も
助
力
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
各
会

と
も
新
参
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川�

泰
正
）

秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.49



（8）広 報 さ か え令和元年８月１日

区分 住民基本台帳人口
（平成29年１月１日）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費B／A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

29年度 2,010�人 72�人 254,815�千円 40,586�千円 100,510�千円 395,911�千円 5,498�千円

区分 住民基本台帳人口
（平成30年１月１日）

職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費B／A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

30年度 1,931�人 73�人 257,449�千円 28,200�千円 103,755�千円 389,404�千円 5,334�千円

１　職員給与費の状況（平成２９年度決算・平成30年度決算）	

（注）　１　職員手当には退職手当を含みません　　２　職員数は、4月１日現在の人数です

５　年齢別職員構成の状況（31年4月１日現在）

区分 20歳
未満

20歳
～23歳

24歳
～27歳

28歳
～31歳

32歳
～35歳

36歳
～39歳

40歳
～43歳

44歳
～47歳

48歳
～51歳

52歳
～55歳

56歳
～59歳

60歳
以上 計

職員数 1人 4人 4人 6人 8人 4人 10人 7人 5人 11人 11人 1人 72人
割　合 1.4% 5.6% 5.6% 8.3% 11.1% 5.6% 13.9% 9.7% 6.9% 15.3% 15.4% 1.4% 100%

4　職員の初任給の状況（31年4月１日現在）

区　　分 栄　村 長野県 国

一般行政職
大学卒 184,500�円 184,500�円 180,700�円

高校卒 151,800�円 151,800�円 148,600�円

３　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（30年4月１日現在）
一般行政職	

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

栄　村 43.4歳 309,965円 351,464円

長野県 45.3歳 337,543円 373,323円

国 43.5歳 329,845円 410,940円

都道府県平均 43.1歳 327,050円 369,953円

２　ラスパイレス指数の状況（各年4月１日現在）

（注）　１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

90

92

94

96

98

100

（H28）
94.1

（H29）
94.9

栄　村 県内町村平均 長野県

（H30）
94.2

（H28）
95.2

（H29）
95.2

（H30）
95.4

（H28）
99.4

（H29）
99.9

（H30）
100.2

栄村の給与等についてお知らせします



広 報 さ か え（9） 令和元年８月１日

６　期末手当・勤勉手当

栄　　村 長 野 県 国

１人あたり平均支給額（29年度）
1,396千円

１人あたり平均支給額（29年度）
1,733千円

（29年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.8月分

（29年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.8月分

（29年度支給割合）
期末手当　2.6月分
勤勉手当　1.8月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～ 15%

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～20%　管理職加算15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による
加算措置
役職加算５～20%　管理職加算10～25％

７　退職手当（31年4月１日現在）

栄　　村 国

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

勧奨・定年
24.586月分
　33.27月分
47.709月分
47.709月分

（支給率）
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

自己都合
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

勧奨・定年
24.586月分
　33.27月分
47.709月分
47.709月分

８　時間外勤務手当
支給実績（29年度決算） 3,790�千円
職員１人あたり平均支給額（29年度決算） 53�千円
支給実績（30年度決算） 2,888�千円
職員１人あたり平均支給額（30年度決算） 40�千円

９　特別職の報酬等の状況（31年4月１日現在）

※１　退職手当の「１期の手当額」は、4月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期勤めた場合における
退職手当の見込額です。

区　　分 給 料 月 額 等

給
料

村 　 長
副 村 長
教 育 長

606,000円
514,000円
465,000円

報
酬

議 　 長
副 議 長
常 任 委 員 長
議会運営委員長
議 　 員

221,000円
146,000円
134,000円
134,000円
129,000円

期
末
手
当

村 　 長
副 村 長
教 育 長

3.35月分（2019年度支給割合）

議 　 長
副 議 長
常 任 委 員 長
議会運営委員長
議 　 員

3.35月分（2019年度支給割合）

退
職
手
当

村 　 長
副 村 長
教 育 長

（算定方式）
606,000円×　20.4（支給率）
514,000円×12.192（支給率）
465,000円×　6.84（支給率）

（１期の手当額）　　※１（支給時期）
　12,362千円　　　　　任期毎
　　6,267千円　　　　　任期毎
　　3,181千円　　　　　任期毎



（10）広 報 さ か え令和元年８月１日

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
始
ま
り
、

し
ば
ら
く
経
ち
ま
し
た
ね
。
学
生
の
皆

さ
ん
は
宿
題
の
進
み
具
合
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
地
域
内
の
小
中
学

生
向
け
に
、
こ
の
夏
休
み
の
自
由
研
究

を
出
品
し
て
も
ら
う
「
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

栄
村
や
津
南
町
の
な
か
で
「
ジ
オ
パ

ー
ク
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、「
私
の
お
す
す
め
ジ
オ
サ

イ
ト
ベ
ス
ト
３
」、「
集
落
の
地
形
を
調

べ
て
み
る
」、「
好
き
な
場
所
の
絵
を
か

い
て
み
る
」、「
○
○
の
ジ
オ
サ
イ
ト
で

見
つ
け
た
昆
虫
た
ち
」、「
里
山
で
見
つ

け
た
草
花
た
ち
」、「
里
山
で
見
か
け
た

鳥
」、「
志
久
見
川
で
拾
っ
た
石
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」、「
作
文
・『
ジ
オ
パ
ー
ク
と

私
』」、「
作
文
・『
小
滝
古
道
を
歩
い
て

み
て
』」
な
ど
、
研
究
・
調
査
記
録
、

標
本
、
絵
、
作
文
、
模
型
耕
作
な
ど
。

自
由
に
作
成
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
は
各
小
中
学
校
に
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
学
校
を
通
し
て
応
募

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

の
で
、「
今
年
の
自
由
研
究
何
や
る
か

決
ま
っ
て
な
い
な
あ
。」
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
連
し
た
研
究
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
由
研
究
の
応
募
や
内
容
に
関
し

て
、
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
、
栄
村
歴
史
文
化

館
こ
ら
っ
せ　

越
智
（
お
ち
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

夏
休
み
も
残

り
、
２
週
間
！
悔

い
の
無
い
よ
う
に

過
ご
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

�

（
文
責　

越
智
） �

栄
村
診
療
所
及
び
栄
村

歯
科
診
療
所
の
お
盆
期

間
中
の
診
療
に
つ
い
て

長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
及
び
善
光
寺

御
奉
納
演
奏
会
に
つ
い
て

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

お
盆
期
間
中
の
診
療
に
つ
い
て
で
す

が
、
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
、
お
早
目
の
受

診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
栄
村
診
療
所
（
内
科
・
外
科
）

　

８
月
12
日
㈪　

通
常
診
療

　

※
カ
レ
ン
ダ
ー
上
は
休
日
で
す
が
、

診
療
を
行
い
ま
す
。
但
し
、
午
前
中

は
秋
山
診
療
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
13
日
㈫
～
８
月
15
日
㈭　

休
み

　

８
月
16
日
㈮　

通
常
診
療

◇
栄
村
歯
科
診
療
所

　

8
月
13
日
㈫
～
８
月
16
日
㈮　

休
み

　

役
場
を
会
場
に
、
長
野
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
を
行
い
ま

す
。
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と
な

る
為
、
体
重
が
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
８
月
23

日
㈮
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時

15
分
に
役
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

【
長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
】

◇
日
　
時　

令
和
元
年
９
月
16
日
㈪

　
　
　
　
　

14
時
開
演（
13
時
半
開
場
）

◇
会
　
場　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

一
般�

１
，５
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下�

５
０
０
円

　
　
　
　
　

※
全
席
自
由

◇
特
別
出
演　

長
野
県
高
等
学
校
選
抜

　
　
　
　
　
　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

【
善
光
寺
御
奉
納
演
奏
会
】

◇
日
　
時　

令
和
元
年
９
月
12
日
㈭

　
　
　
　
　

19
時
開
演（
18
時
半
開
場
）

◇
会
　
場　

善
光
寺
本
堂
内
陣

◇
入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

◇
出
　
演　

　

ウ
ィ
ー
ン
室
内
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

『
ガ
イ
ド
研
修
』
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

８
月
25
日
㈰　

９
時
～
15
時
30
分

　

箕
作
・
小
滝
方
面
を
め
ぐ
り
ま
す
。ジ
オ
パ

ー
ク
で
新
し
く
作
成
し
た「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
使
用
し
、皆
で
楽
し
く
探
求
し
ま
し
ょ
う
。

　

ガ
イ
ド
研
修
と
い
う
名
前
で
す
が
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を

歩
い
て
も
大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０



広 報 さ か え（11） 令和元年８月１日

６月火災・救助・救急出動件数

最高気温 31.2℃ 6月14日㈮

最低気温 9.5℃ 6月13日㈭

平均気温 19.4℃ 総 雨 量 195.0㎜

栄村の気象（６月）

世帯数 813世帯 前月比－1
人　口 1,810人 －4
男 870人 －3
女 940人 －1

出生 2
死亡 6
転入 3
転出 3

世帯と人口（７月１日現在） ６月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 80 飯山日赤� 8

津南病院� 2
そ の 他� 2
不 搬 送� 0
合　　計� 12
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 13

野沢温泉村 0 0 19

栄 村 0 0 12

管 轄 外 等 0 0 1

消したかな　不安になったら　まず確認

８月の納税等
○村民税　　　　　　　　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料　○簡易水道料
○温泉休憩所使用料　　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆

　最近暑い日が続いており、毎日のように
1.5ℓほど水分を摂るようになりました。
　寒さには強い私ですが、暑さにはめっぽ
う弱く、冬が恋しい今日この頃です。
　皆さんも水分を小まめに摂って熱中症に
は気を付けましょう。

生活カレンダー８月
16
日
㈮
～
17
日
㈯　

さ
か
え
夏
ま
つ
り

【
森
宮
野
原
駅
前
】

21
日
㈬　

栄
中
学
校
始
業
式
【
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
】

25
日
㈰　

秋
山
地
区
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
と
ね
ん
ぼ　

午
前
９
時
15
分
か
ら
】

26
日
㈪　

栄
小
学
校
始
業
式

27
日
㈫　

地
域
試
食
会
【
秋
山
分
校
】

27
日
㈫　

北
信
保
育
園
開
放
日【
午
前
9
時
か
ら
】

９
月

２
日
㈪　

避
難
訓
練
【
栄
小
学
校
】

18
日
㈰　

親
子
料
理
教
室
【
栄
小
学
校
】

20
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室

【
集
団
検
診
室　

午
前
10
時
か
ら
】

23
日
㈮　

献
血

【
栄
村
役
場　

午
前
９
時
半
～
11
時
15
分
】

23
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室

【
北
信
保
育
園　

午
前
10
時
】

30
日
㈮　

乳
児
健
診【
集
団
検
診
室　

午
後
１
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　９月２日㈪です

口座振替日
　農協・郵便局　　　８月22日㈭
　八十二銀行・県信　８月26日㈪

佑



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ （12）栄 村 議 会 報令和元年８月１日

　６月17日に開会された令和元年第２回定例議会において、
阿部伸治元副議長の辞職に伴う副議長選挙が行われました。
　上倉敏夫議員から指名推薦を受けた月岡利郎議員（白鳥）
と、齋藤康夫議員から指名推薦を受けた相澤博文議員（和山）
の２名により行った結果、月岡利郎議員が副議長に当選され
ました。
　月岡利郎議員は、「大変未熟ではございますけれども、村
民の皆さんから期待され、信頼される議会づくりに、福原議
長を補佐しながら公正、公平な議会運営がスムーズにいくこ
とを一生懸命努力し、頑張りますので皆様のご協力を宜しく
お願いいたします。」と力強い挨拶がありました。

　定例議会冒頭に、去る
６月４日にお亡くなりに
なられました阿部伸治元
議員に対しまして、出席
者全員により哀悼の意を
表し黙とうをささげまし
た。心よりご冥福をお祈
りいたします。

栄村
議会報

発　行　栄 村 議 会
責任者　福 原 和 人
編　集　議会報編集委員会

第191号

内容：○副議長就任　○主な可決案件　○令和元年度予算推移　○請願審査結果　○一般質問８名

案　件　名 内　　容

◆専決処分について【平成30年度栄村一
般会計補正予算（第９号）】

・東日本大震災復興交付金基金積立金、財政調整基金積立金
・補正額：144,913千円

◆専決処分について【平成31年度栄村一
般会計補正予算（第１号）】

・観光施設３施設（北野天満温泉、トマトの国、雄川閣）の指定管理委託料
・補正額：8,750千円

◆専決処分について【平成31年度栄村一
般会計補正予算（第２号）】

・のよさの里を村直営で運営する経費及び雄川閣の施設修繕費など
・補正額：21,202千円

令和元年6月定例会　主な可決案件

所信表明演説を行う月岡利郎議員

◆月岡利郎議員　副議長就任◆



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊栄 村 議 会 報（13） 令和元年８月１日

案　件　名 内　　容

◆専決処分について
　【栄村税条例等の一部を改正する条例
の制定について】

・入湯税の税率等の改正及び地方税法等の一部を改正する法律が平成31年３
月29日に公布されたことに伴い、栄村税条例等の一部を改正するもの。ふ
るさと納税制度に総務大臣による都道府県等の指定制度を導入するなどの
改正に伴う字句及び既定条項等の改正。入湯税の改正では、日帰りの場合
の税率を50円とすると共に、日帰りの入湯料金が300円以下の場合などに
おける課税免除の規定を設けるものなど

◆専決処分について
　【栄村国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について】

・地方税法等の一部を改正する法律が平成31年３月29日に公布されたことに
伴い、栄村国民健康保険税条例の一部を改正するもの。国民健康保険税の
医療分にかかる課税限度額を58万円から61万円に引き上げるものなど

◆専決処分について
　【損害賠償の額の決定】

・野田沢集落内で排雪した雪を運び出す作業中に、民地の道路部分が陥没し
たため

・損害賠償金額：472,500円

◆令和元年度栄村一般会計補正予算
　（第３号）

・職員の異動等による人件費の増減、プレミアム付き商品券事業費、社会福
祉協議会への補助金、新規雇用奨励事業補助金、農業水路等長寿命化・防
災減災事業、のよさの里直営事業費及び観光施設等の維持修繕経費、橋梁
及び道路の修繕工事経費と大巻川河川氾濫防止対策工事費及び村民村営住
宅の敷地舗装工事など

・補正額：61,714千円

◆令和元年度栄村国民健康保険特別会計
（施設勘定）補正予算（第１号）

・人事異動による職員給与費の減
・補正額：▲6,948千円

◆令和元年度栄村介護保険特別会計補正
予算（第１号）

・介護報酬改定に伴うシステム改修、職員の給与改定による増
・補正額：410千円

◆令和元年度栄村簡易水道特別会計補正
予算（第１号）

・人事異動等による人件費の減額、給水管新規接続事業、住宅建設に伴う水
道管敷設工事

・補正額：2,000千円

◆令和元年度栄村スキー場特別会計補正
予算（第１号）

・職員手当、共済費
・補正額：267千円

◆栄村老人福祉センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

・３月定例議会で栄村老人福祉センターに特化した新たな定期券を設定した
が、その後４月より民間が経営する新たな温泉施設の年間利用料が示され、
それと比較して高額であるため、新たに「老人福祉」という観点で料金を
見直し、本年４月１日にさかのぼって適用するもの

・老人福祉センターの利用者は、原則として栄村に在住する60歳以上の者及
び福祉関係団体の構成員（老人クラブ、身体障害者福祉協会、母子福祉
会、遺族会等）とする。使用料は、個人300円、団体150円、回数券3,000
円、定期券3,000円（※上記以外の者、個人300円、回数券3,000円、定期
券6,000円）

◆栄村介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

・本年10月から予定されている消費税増税に伴う低所得者の負担軽減強化を
図るもので、第１段階から第３段階までの介護保険料を軽減するもの

◆災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・国の災害弔慰金の支給に関する法律の改正に伴い、村の条例の一部を改正
するもの。国の法律改正により、保証人を立てなければならない。償還に
ついて新たに月賦償還を可能とするもの

◆栄村公衆便所設置条例の一部を改正す
る条例の制定について

・苗場山３合目公衆便所及び北野・中野公衆便所を栄村公衆便所設置条例に
追加するもの

◆造林契約の解除について ・昭和59年９月に村議会の議決を受け、翌昭和60年３月14日付で長野県林業
公社と分収造林契約を締結した白鳥団地の契約解除

◆令和元年度　社会資本整備総合交付金
（道路）事業　村道箕作泉平線改良⑵
工事請負契約の締結について

・箕作泉平線泉平地籍において道路改良工事を行うため
・契約金額：52,580千円
・相 手 方：株式会社　廣瀬建設

―追加議案―
◆令和元年度栄村一般会計補正予算
　（第４号）

・切明温泉源泉ポンプ故障入替工事
・補正額：3,867千円



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ （14）栄 村 議 会 報令和元年８月１日

請願件名 請 願 の 趣 旨 請 願 者 紹介議員 審査結果

米軍基地負担に
関する請願

１．米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任
で騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うと
共に、訓練ルートや訓練が行われる時期について速
やかな事前情報提供を必ず行い、関係自治体や地域
住民に不安を払拭した上で実施されるよう十分な配
慮を行うこと。

２．日米地域協定を抜本的に見直し、航空法や環境法令
などの国内法を原則として米軍にも適用させること
や、事件・事故の自治体職員の迅速かつ円滑な立ち
入りの保障などを明記すること。

３．米軍人等による事件・事故に対し、具体的かつ実効
的な防止策を提示し、継続的に取り組みを進めるこ
と。また、飛行場周辺における航空機騒音規制措置
については、周辺住民の実質的な負担軽減が図られ
るための運用を行うと共に、同措置の実施に伴う効
果について検証を行うこと。

４．施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基
地の整理・縮小・返還を積極的に促進すること。

飯水岳北９条
の会

代表世話人
髙橋彦芳

相澤博文
齋藤康夫

採　択

※２番と４
　番を削除
　し、意見
　書として
　提出　　

「核兵器禁止条
約を批准し、発
効に向けて真剣
に努力すること
を政府に求める
意見書」の提出
を求める請願

　2017年7月7日、核兵器禁止条約が国連で採択されま
した。一発でも爆発すれば、人類と地球全体に壊滅的な
被害を与える核兵器を禁止し廃絶する条約が人類史上初
めて作られたのです。この条約が多くの国で批准され発
効すれば、核兵器のない世界の実現のために人類は偉大
な一歩を踏み出せます。
　核保有国やその「核の傘」の下にある国々も、この核

飯水岳北９条
の会

代表世話人
髙橋彦芳

相澤博文
齋藤康夫

継続審査

請願・陳情　審査結果

◆令和元年度　栄村予算推移◆
区　　　分 当初予算 ６月補正 現在の予算額 増 減 額 増減率％ 構 成 比

一 般 会 計 3,219,000 95,533 3,314,533 95,533 102.97

特　別　会　計

国民健康保険事業勘定 244,991 244,991 0 100.00 22.1%

国民健康保険施設勘定 113,720 ▲6,948 106,772 ▲6,948 93.89 9.6%

秋 山 診 療 所 4,446 4,446 0 100.00 0.4%

後 期 高 齢 者 医 療 28,399 28,399 0 100.00 2.6%

介 護 保 険 404,744 410 405,154 410 100.10 36.6%

簡 易 水 道 77,914 2,000 79,914 2,000 102.57 7.2%

生 活 排 水 処 理 60,718 60,718 0 100.00 5.5%

農 業 集 落 排 水 17,157 17,157 0 100.00 1.5%

ス キ ー 場 97,050 267 97,317 267 100.28 8.8%

ケ ー ブ ル テ レ ビ 63,213 63,213 0 100.00 5.7%

特 別 会 計 合 計 1,112,352 1,108,081 ▲4,271 99.62

※▲は減額

単位：千円
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請願件名 請 願 の 趣 旨 請 願 者 紹介議員 審査結果

兵器禁止への世界的な気運の高まりを捉えて、人類破滅
の危機を招く危険のある核兵器の禁止へ努力することが
求められています。
　こうした中で日本政府は、アメリカなどの核保有国に
同調して、国連第一委員会に続いて国連総会でも核兵器
の禁止条約の交渉開始決議に反対しました。これは唯一
の戦争被爆国政府としてあるまじき態度であり、国際社
会での合意にも、「核兵器のない世界」を求める被爆国
国民・被害者の願いにも、世界世論にも反する態度とい
わざるを得ません。
　唯一の戦争被爆国の政府として、日本政府は核兵器禁
止条約の交渉に背を向ける態度を改めて、率先して核兵
器禁止条約を批准し、条約の発効に向けて真剣に努力す
べきです。条約は50 ヵ国が批准すれば90日後に発効し
ます。
　私たち日本国民は、今こそ「ノーモアヒロシマ」「ノ
ーモアナガサキ」「ノーモアヒバクシャ」の思い、核兵
器廃絶を求める声を政府に寄せることが求められている
のではないでしょうか。
　私たちも様々な方法で国民の声を政府に届ける努力を
続ける決意です。
　日本政府が唯一の戦争被爆国に相応しく、国際社会で
「核兵器全面禁止条約の発効」のために努力することを求
めるための意見書を提出いただきますよう請願します。

陳情件名 陳 情 の 趣 旨 陳 情 者 審査結果

新たな過疎対策
法の制定に関す
る意見書等の
提出

　過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊急
措置法」制定以来、４次にわたる特別措置法の制定によ
り、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域におけ
る生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げた
ところである。
　しかしながら、依然として多くの集落が消滅の危機に
瀕し、また森林管理の放置による森林の荒廃や度重なる
豪雨・地震等の発生による林地崩壊、河川の氾濫など、
極めて深刻な状況に直面している。
　過疎地域は、わが国の国土の過半を占め、豊かな自然
や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、都市に対
する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環境の保
全、いやしの場の提供、災害の防止、森林による地球温
暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的機
能は国民共有の財産であり、それは過疎地域の住民によ
って支えられてきたものである。
　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和３年３
月末をもって失効することとなるが、過疎地域が果たし
ている多面的・公益的機能を今後も維持していくために
は、引き続き過疎地域に対して総合的かつ積極的な支援
を充実・強化し、住民の暮らしを支えていく政策を確立・
推進することが重要である。
　過疎地域が、そこに住み続ける住民にとって、安心・
安全に暮らせる地域として健全に維持されることは、同
時に都市をも含めた国民全体の安心・安全な生活に寄与
するものであることから、引き続き総合的な過疎対策を
充実強化させることが必要である。よって、新たな過疎
対策法の制定を強く要望する。

全国過疎地域自立促進連盟

専務理事　川手　晃

採　択

※意見書と
　して提出
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わ
れ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
ま
だ
ま
だ
改
良
が
必
要
な
個
所
は
残

さ
れ
て
い
る
の
で
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
続

け
て
い
く
。長

瀬
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
村

民
の
福
利
厚
生
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
だ
が
、
女
性
浴
室
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
の
対
応
で
手
す
り
を
設
置
し
た
た
め

に
浴
槽
が
狭
く
な
り
不
都
合
が
生
じ
て
い

る
。
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
脱
衣

所
の
拡
張
や
新
築
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

以
前
か
ら
狭
さ
の
指
摘
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
要
望
は
多

い
。
建
設
業
者
に
浴
槽
拡
張
工
事
に
つ
い
て

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
築
32
年
を
経
て
の
工
事

は
あ
ま
り
勧
め
ら
れ
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た

が
、
公
共
施
設
管
理
計
画
の
中
で
、
改
良
、

新
築
な
ど
研
究
す
る
。

長
野
県
北
部
地
震
の
際
、
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
で
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
ず
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

使
用
し
た
際
に
手
す
り
を
設
置
し
た
。
そ
れ

以
前
か
ら
も
女
性
の
浴
槽
の
拡
張
の
要
望
は

あ
っ
た
。
当
施
設
は
利
用
者
数
１
日
平
均
約

40
名
、村
外
利
用
者
も
40
％
を
超
え
て
い
る
。

施
設
の
管
理
計
画
の
中
で
、
大
規
模
改
修
や

新
築
、
ま
た
隣
接
す
る
温
泉
施
設
の
共
存
な

ど
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

野
々
海
高
原
の
春
は
遅
く
、
５
月

の
連
休
中
に
野
々
海
池
付
近
ま
で

行
っ
て
き
た
。
雪
は
２
ｍ
程
あ
り
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で
に
国
道
よ
り
30
台

程
の
車
が
あ
り
、
野
々
海
の
遅
い
春
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　

誘
客
対
策
の
事
業
と
し
、
平
滝
地
区
、
白

鳥
地
区
、
ト
マ
ト
の
国
等
誘
客
対
策
に
遅
い

春
を
活
用
し
た
い
。
ま
た
、
鳥
甲
牧
場
に
も

行
っ
た
が
、
野
々
海
も
鳥
甲
牧
場
も
素
晴
ら

し
い
雪
景
色
で
あ
っ
た
。
栄
村
の
遅
い
春
を

新
た
な
観
光
誘
客
対
策
と
し
て
考
え
る
。

野
々
海
高
原
の
水
芭

蕉
、
新
緑
、
紅
葉
等
、

自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。
信
越
ト
レ
イ
ル
を
は

じ
め
、
環
境
整
備
を
含
め
た
自
然
を
活
か
し

た
観
光
政
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

平
滝
の
国
道
か
ら
野
々
海
深
坂
峠
ま
で
の

１
１
・
２
２
５
㎞
の
間
の
雪
の
回
廊
づ
く
り

に
つ
い
て
、
技
術
力
を
含
め
、
難
題
も
あ
り

研
究
・
検
討
を
し
た
い
。

道
幅
５
ｍ
に
満
た
な
い

場
所
が
多
く
あ
り
、
一

般
車
両
の
通
行
で
は
な
く
村
で
車
両
を
用
意

す
る
施
策
が
必
要
と
思
う
。
回
廊
除
雪
作
業

は
現
有
の
除
雪
作
業
機
械
で
可
能
と
考
え
、

ま
た
、
除
雪
技
術
は
今
の
段
階
で
は
雪
の
回

廊
作
業
は
可
能
と
思
う
。

地
域
住
民
、
関
係
機
関

等
の
協
議
に
つ
い
て
調

査
し
研
究
を
し
た
い
。

栄
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場

に
つ
い
て

県
道
４
０
７
号
は
重
要
な
生
活
道

路
、
農
業
道
路
だ
が
、
未
改
修
箇

所
が
多
い
。
特
に
原
向
～
長
瀬
間
と
長
瀬
～

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
間
は
道
幅
が
狭
い
上
に

傾
斜
、
カ
ー
ブ
が
き
つ
く
交
通
に
支
障
が
あ

る
。
安
全
確
保
と
災
害
発
生
時
に
お
け
る
交

通
の
確
保
の
上
で
も
改
修
工
事
の
早
期
再
開

が
必
要
と
思
う
が
。

交
互
通
行
も
で
き
な
い
状
況
の
解

消
を
求
め
、
県
建
設
部
に
は
要

望
・
陳
情
を
重
ね
て
い
る
。
近
年
、
栄
村
に

は
通
常
の
１
・
５
倍
近
く
予
算
を
付
け
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
更
に
強
く
要
望
を
上
げ

て
い
く
。

原
向
～
長
瀬
間
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
の
長

瀬
～
笹
原
間
の
災
害
時
に
は
迂
回
路
と
し
て

使
用
さ
れ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
は
行

栄
村
の
人
口
は
、
６
月
１
日
現
在

で
男
性
８
７
３
名
、
女
性
９
４
１

名
で
合
わ
せ
て
１
，
８
１
４
名
。
１
月
か
ら

６
月
の
半
年
間
で
42
名
の
人
口
減
少
で
あ

る
。
村
の
社
会
状
況
は
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
い
る
。
農
林
業
、
商
工
業
等
の
育
成
に
も

村
は
一
時
も
気
が
許
せ
な
い
環
境
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
環
境
の
中
、
栄
村
の
自
然
を
活

用
し
た
村
づ
く
り
は
、
村
の
将
来
に
と
っ
て

影
響
を
与
え
る
の
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

自
然
保
護
の
重
要
性
を
求
め
た
中
で
、
野
々

海
高
原
の
雪
の
回
廊
の
先
に
は
夢
が
あ
る
と

の
思
い
だ
。

　

野
々
海
高
原
の
景
観
は
自
然
を
愛
す
る

人
々
に
と
っ
て
景
勝
地
で
あ
り
、村
の
活
性
を

進
め
る
た
め
に
も
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
、
早
春
の
野
々
海
高
原
へ
行
く
国

道
か
ら
の
利
点
を
活
か
し
雪
の
回
廊
計
画
を

検
討
し
、世
に
広
め
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

村　長

村　長

更
に
強
く
要
望
を
上
げ

て
い
く
。

遅
い
春
を活

用
し
た
い
。

県
道
長
瀬
横
倉
停
車

場
線
の
早
期
改
修
を
。

雪
の
回
廊
の
先
に

夢
が
あ
る
。

桑
原
武
幸
議
員

島
田
伯
昭
議
員

県
道
４
０
７
号　

長
瀬
横
倉
停
車

場
線
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

野
々
海
高
原 

雪
の
回
廊
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

民
生
課
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

特
命
企
画
課
長

商
工
観
光
課
長
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Ａ
Ｉ
の
人
工
知
能
の
利
便
性
が
進

み
、
事
務
的
な
手
続
き
か
ら
地
域

警
察
の
強
化
に
向
け
た
交
番
・
駐
在
の
新
設

及
び
統
合
や
廃
止
、
ま
た
、
配
置
人
員
の
見

直
し
な
ど
の
再
編
整
備
が
進
も
う
と
し
て
い

る
。
川
崎
の
児
童
19
名
の
殺
傷
事
件
が
あ
っ

た
こ
と
で
子
供
た
ち
へ
の
犯
罪
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
在
の
栄
村
の
水

内
駐
在
・
堺
駐
在
の
安
心
・
安
全
の
要
が
揺

る
ぐ
こ
と
は
な
い
か
。

駐
在
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
ん
な

話
も
受
け
て
い
な
い
。
情
報
と
し

て
も
持
っ
て
い
な
い
。
国
で
は
人
間
中
心
の

社
会
を
作
る
こ
と
で
Ａ
Ｉ
関
係
、
通
信
関
係

な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

栄
村
で
は
広
い
面
積
に
集
落

が
散
在
し
て
い
る
。
受
け
持

ち
区
域
も
か
な
り
広
い
こ
と
か
ら
駐
在
所
の

合
併
な
ど
が
あ
れ
ば
村
民
の
暮
ら
し
へ
の
影

長
野
県
北
部
地
震
後
、
県
道
箕
作

飯
山
線
が
工
事
着
工
と
な
り
、
そ

の
時
発
掘
さ
れ
た
「
ひ
ん
ご
遺
跡
」
で
あ
る

が
、中
で
も
竪
穴
式
住
居
の
敷
石
に
つ
い
て
、

復
元
管
理
を
し
て
子
供
た
ち
に
現
物
の
教
材

と
し
て
残
せ
な
い
か
。

竪
穴
式
の
住
居
跡
の
敷
石
を
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
敷
石
だ
け
を
復
元
す
れ
ば
そ

れ
で
い
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
思
う
。
今

年
県
か
ら
村
に
譲
与
さ
れ
る
出
土
品
関
係
、

こ
れ
を
展
示
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
竪

穴
式
住
居
の
敷
石
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
長

野
県
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
な

が
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
ひ
ん
ご
遺
跡
」
の

敷
石
住
居
復
元
に
つ

響
が
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
飯
山
警
察
あ
る
い
は
長
野
県
警
察

等
に
対
し
て
駐
在
所
を
減
ら
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
要
望
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
秋
山
郷

の
水
資
源
利
用
し
た
水
産
業
が
盛

ん
で
、
岩
魚
、
山
女
魚
、
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖

が
営
ま
れ
て
い
た
。
秋
山
産
の
魚
は
見
た
目

も
綺
麗
で
味
も
よ
く
、
宿
で
は
食
膳
に
欠
か

せ
な
い
一
品
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
、
生
産

業
者
は
減
り
、
岩
魚
の
提
供
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

淡
水
魚
の
料
理
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
干
し

て
保
存
し
、
冬
な
ど
に
調
理
を
す
る
伝
統
的

な
味
も
あ
る
が
、そ
の
魚
が
手
に
入
ら
な
い
。

観
光
客
に
届
か
な
い
水
産
資
源
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

水
産
に
係
る
人
た
ち
の
高
齢
化
等

で
規
模
縮
小
に
な
っ
て
い
る
の
は

確
か
。
生
産
性
を
高
め
る
の
は
起
業
者
の
動

き
に
な
る
の
で
、
起
業
支
援
と
し
て
の
補
助

事
業
、
ま
た
は
雇
用
関
係
の
助
成
、
補
助
金

支
援
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
民
宿
、
旅
館

が
多
い
秋
山
郷
で
後
継
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

岩
魚
を
育
て
た
い
と
い
う
方
が
出
て
く
れ
ば
、

村
と
し
て
思
い
切
り
応
援
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

起
業
家
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
水
産
業
も

生
ま
れ
て
く
る
の
で
早
急
に
研
究
す
る
。

い
て
は
、
平
成
30
年
４
月
27
日
に
平
滝
住
民

５
名
の
立
ち
合
い
で
、
候
補
地
の
選
定
、
復

元
後
の
管
理
体
制
等
も
含
め
て
協
議
を
行
っ

た
。
本
年
度
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

よ
り
譲
与
さ
れ
る
土
器
、
石
器
等
の
展
示
計

画
と
併
せ
て
敷
石
住
居
復
元
も
含
め
、
全
体

的
な
計
画
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。今

年
度
埋
蔵
品
等
返
還
さ
れ
る

が
、
村
民
に
今
ま
で
の
発
掘
の
経

過
、
報
告
等
講
演
会
を
設
け
る
考
え
は
。

ど
う
い
う
形
で
展
示
、
説
明
を

す
る
か
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
現
時
点
で
考
え
て
い
る
の
は
、
村
の

文
化
祭
、
村
の
文
化
週
間
と
併
せ
て
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

国
交
省
の
支
援
制
度
に
村
が
認
定

さ
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
が
何

故
か
。

国
交
省
の
認
定
事
業
と
い
う
形
で

新
聞
に
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
上

流
は
湯
滝
ま
で
。
栄
村
は
国
交
省
管
理
の
千

曲
川
に
な
っ
て
い
な
い
。
き
っ
と
明
治
時
代

か
ら
長
野
県
の
千
曲
川
、
そ
し
て
信
濃
川
。

そ
れ
よ
り
上
部
に
つ
い
て
は
国
交
省
、
国
の

千
曲
川
に
分
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。
国
交

省
管
理
の
千
曲
川
関
係
の
市
町
村
の
み
の
事

業
と
な
っ
て
い
て
、
栄
村
と
し
て
参
加
で
き

る
内
容
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

村　長

教育長

思
い
切
り
応
援
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
る
。

栄
村
の
水
産
資
源
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

「
ひ
ん
ご
遺
跡
」の
竪
穴

式
住
居
、
現
物
の
教
材

と
し
て
残
せ
な
い
か
。

相
澤
博
文
議
員

月
岡
利
郎
議
員

駐
在
所
に
つ
い
て

水
産
資
源
を
観
光
に
結
び
付
け
て

遺
跡
保
存
に
対
す
る
考
え
を

新
教
育
長
に
伺
う

千
曲
川
を
活
用
し
て
村
の
魅
力
を

発
信
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
誘
客
構
想

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
委
員
会
事
務
局
長
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栄
村
の
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
、
耕
作
放
棄
地
発
生
の
危
険
性

が
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
昨
日
、
上

倉
参
事
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

１
期
～
４
期
の
推
移
に
つ
い
て
協
定
数
、
参

加
農
家
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
協
定
面
積
及

び
交
付
金
額
は
ほ
ぼ
同
水
準
を
保
っ
て
い
る

と
発
言
し
た
。
危
機
感
の
欠
如
を
感
じ
る
。

　

栄
村
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
平
成
27

年
度
で
総
数
２
７
３
人
、
平
均
年
齢
72
・
２

歳
。
全
国
平
均
は
67
・
０
歳
、
長
野
県
平
均

は
69
・
１
歳
。
栄
村
は
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
相
当
に
深
刻
だ
。
こ
の
状
況
で

中
山
間
の
協
定
面
積
が
こ
れ
ま
で
維
持
で
き

て
き
た
か
ら
今
後
も
維
持
で
き
る
と
言
え
る

の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
だ
。

平
成
30
年
度
農
林
業
統
計
を
見
て

も
具
体
的
な
も
の
が
見
え
て
こ
な

い
。
農
家
の
目
安
と
な
る
戸
別
当
た
り
の
農

業
生
産
額
の
推
移
が
あ
る
か
。
村
独
自
の
統

計
な
の
で
次
の
政
策
を
考
え
る
基
礎
と
な
っ

て
い
な
い
と
思
う
が
。

戸
別
の
農
業
収
入
の

デ
ー
タ
は
無
い
。

活
用
で
き
る
参
考
書
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
数
値
と
し
て
使

え
る
調
査
が
で
き
る
よ
う
考
え
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
。今

期
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
大

変
厳
し
い
内
容
と
聞
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
提
示
さ
れ
た
条
件
を
検

討
さ
れ
、
ど
ん
な
募
集
内
容
で
い
つ
か
ら
募

る
の
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
加
算
金
が

無
く
、
農
協
の
仮
渡
金
も
保
証
さ
れ
な
い
よ

　

本
年
３
月
に
栄
村
と
し
て
第
４
期
最
終
評

価
を
提
出
し
て
い
る
と
思
う
が
、
村
は
ど
の

よ
う
な
評
価
を
書
い
た
の
か
。

今
の
質
問
は
事
務
的
内
容
な
の
で

担
当
課
長
よ
り
答
え
さ
せ
る
。

中
山
間
地
の
第
４
期

は
今
年
度
ま
で
な
っ

て
い
て
、
最
終
的
な
も
の
は
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
。

質
問
前
半
部
分
の
答
弁
が

全
然
無
い
。

確
か
に
協
定
数
は
減

っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
協
定
面
積
は
若
干
の
減
少
は
あ
る
も
の

の
同
水
準
と
い
う
回
答
は
し
た
が
、
併
せ
て

山
間
地
の
条
件
の
悪
い
農
地
は
耕
作
放
棄
も

た
し
か
に
あ
る
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も

協
議
を
す
る
中
、
担
当
者
、
農
業
委
員
会
や

農
地
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
と
も
協
力
し
な

が
ら
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
方

策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

国
は
最
終
評
価
を
今
年
８

月
末
に
確
定
す
る
と
し

て
、
今
年
の
３
月
末
で
村
は
出
し
て
い
る
は

ず
。
で
な
か
っ
た
ら
、
国
・
県
か
ら
お
叱
り

を
受
け
る
は
ず
だ
か
ら
。
も
う
少
し
誠
実
に

答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
当
局
と
し
て

勉
強
不
足
だ
。
国
が
中
山
間
の
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
現
状
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
５
期
に
む
か
っ
て
ど
う
い
う
制
度
の
改

善
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
１
年
に
２
回

は
議
事
録
を
含
め
て
全
部
出
て
い
る
。
そ
れ

を
見
れ
ば
色
々
な
対
応
を
考
え
ら
れ
る
。
待

ち
姿
勢
で
は
い
い
政
策
措
置
は
取
れ
な
い
。

う
な
書
面
が
配
布
さ
れ
た
り
、
集
落
営
農
育

成
事
業
も
無
い
。
と
な
れ
ば
、
第
５
期
中
山

間
へ
の
加
入
者
が
減
り
、
集
落
営
農
組
織
が

ぐ
ら
つ
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
土
台

が
崩
壊
し
か
ね
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
、
行
政
と
し
て
最
大
限
の
支
援
策
が
必
要

で
は
。

３
月
29
日
に
地
方
税
法
等

の
法
律
が
公
布
さ
れ
、
そ

の
概
要
は
、
①
調
達
費
が
寄
付
額
の
30
％　

②
募
集
経
費
総
額
５
割
以
下　

③
返
礼
品
は

地
場
産
品
に
限
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
こ

れ
に
従
い
今
年
度
の
募
集
内
容
は
１
万
円
に

つ
き
５
㎏
の
米
を
返
礼
、
10
万
円
に
つ
き
60

㎏
の
米
を
返
礼
の
２
種
類
で
、
７
月
よ
り
受

付
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

総
務
省
の
方
針
が
遅
く
、
稲
作
農

家
の
支
援
事
業
を
改
革
で
き
な
か

っ
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
特
Ａ
米
の
仮

渡
金
を
引
き
続
き
取
り
組
む
方
向
で
い
る
。

７
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
状
況
を
見
な
が

ら
、「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」、「
新
し
い

も
の
を
付
け
加
え
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
す
る

の
か
」
を
研
究
し
、
８
月
中
に
は
農
家
支
援

策
と
米
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
報
告
を

し
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　

農
協
も
自
分
の
勝
手
に
動
い
て
、
そ
れ
を

行
政
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
被
せ
る
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
話
で
、
農
協
は
し
っ
か
り
と
米

に
対
し
、
ま
た
、
食
に
対
す
る
考
え
と
し
て

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

産業建設課
参　事

松尾 眞
議員

村　長

協
定
数
は
減
っ
て
い
る
が
、

協
定
面
積
は
同
水
準
。

も
う
少
し
誠
実
に
。
行
政

当
局
と
し
て
は
勉
強
不
足
。

し
っ
か
り
と
対
策
を

講
じ
る
。

中
山
間
地
第
４
期
の

最
終
評
価
の
内
容
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

行
政
と
し
て
最
大
限
の
支
援

策
が
必
要
で
は
。

松
尾 

眞
議
員

保
坂
良
徳
議
員

栄
村
の
農
業
の
現
状
と
施
策
に
つ
い
て

農
林
業
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

産
業
建
設
課
参
事

村
長

産
業
建
設
課
参
事

産
業
建
設
課
参
事

松
尾
議
員

松
尾
議
員

総
務
課
長
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保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
国

で
は
本
年
10
月
か
ら
無
償
化
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
保
育
料
が
全
て
無
料
と

い
う
こ
と
か
。
実
際
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
。

無
償
化
の
対
象
は

施
設
使
用
料
の
み

で
対
象
園
児
は
、
３
歳
以
上
の
小
学
校
就
学

前
の
園
児
と
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
無
償
化

の
対
象
と
な
ら
な
い
食
材
費
、
通
園
送
迎
費

の
負
担
内
容
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
会
、
近
隣
市
町
村
の

情
報
等
検
討
し
、
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
保
護
者
会
等
開

催
を
考
え
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
農
産
物
関

税
の
撤
廃
と
日
本
の
譲
歩
を
迫
っ

て
い
る
。
８
月
に
は
大
き
な
発
表
が
で
き
る

と
明
言
。
交
渉
の
加
速
と
日
本
の
譲
歩
を
迫

っ
て
い
る
。
ま
た
、
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
、

「
全
て
の
貿
易
障
壁
を
取
り
除
き
た
い
」「
２

国
間
交
渉
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
水
準
に
縛
ら
れ
な

い
」
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
言
う
通
り
、
牛
肉

な
ど
の
農
産
物
の
関
税
が
大
幅
な
引
き
下

げ
、
撤
廃
が
さ
れ
れ
ば
日
本
の
農
畜
産
業
は

破
綻
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
全
国
で
反

対
の
動
き
が
高
ま
り
、
栄
村
で
も
農
業
委
員

会
、議
会
、Ｊ
Ａ
、各
団
体
な
ど
反
対
の
行
動
、

署
名
活
動
等
行
っ
て
き
た
。
庁
舎
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
の
垂
れ
幕
を
掲
げ
た
こ
と
も
あ
る
。
今

回
の
交
渉
で
日
米
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

６
月
上
旬
に
村
と
Ｊ
Ａ
か
ら
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
」
の
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
が
、
実
態
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
仮
渡
金
な
ど
具
体
的
に
は

ど
う
な
る
の
か
。

令
和
元
年
に
限
り
支
援
策
を
講
じ

た
い
。
支
援
策
が
纏
ま
り
次
第
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
。

制
度
の
大
き
な
改
正

点
を
整
理
す
る
と
、

①
寄
付
金
の
返
礼
品
は
３
割
以
下　

②
募
集

経
費
５
割
以
下　

③
地
場
産
品
に
限
る　

と

厳
格
化
さ
れ
、
国
の
指
定
団
体
に
な
れ
な
い

と
納
税
制
度
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
の
Ｊ
Ａ
特
Ａ
米
の
仮

渡
金
は
１
６
，
２
０
０
円
（
Ｊ
Ａ
特
Ａ
米
価

格
１
３
，
３
７
２
円
）
本
年
度
の
仮
渡
金
の

額
は
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。
仮
に
前
年
と

同
額
程
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
が

あ
っ
て
も
減
額
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

米
穀
販
売
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
従
前

の
米
穀
取
引
業
者
を
中
心
に
、
丁
寧
に
ま
た

お
願
い
し
て
い
く
。

Ａ
）、
日
本
に
対
日
輸
出
拡
大
を
目
指
す
ア

メ
リ
カ
第
一
主
義
の
交
渉
で
迫
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
一
方
的
に
離
脱
し
た
ア
メ
リ

カ
に
対
し
、こ
の
復
帰
を
求
め
る
安
倍
政
権
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
の
時
、
国
政
選
挙
が
あ
り
、
そ

の
時
の
自
民
党
の
ポ
ス
タ
ー
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断

固
反
対
、
絶
対
嘘
つ
か
な
い
」
と
宣
伝
し
、

数
の
力
で
強
行
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
動
き

に
つ
い
て
村
長
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の

か
伺
う
。

私
に
何
を
求
め
て
、
何
を
答
え
れ

ば
い
い
の
か
理
解
に
苦
し
ん
で
い

る
。
政
府
の
動
き
を
聞
か
さ
れ
た
が
、
日
本

の
良
さ
は
国
民
が
人
を
選
ぶ
選
挙
が
で
き

る
。
そ
し
て
隣
国
に
お
い
て
は
共
産
主
義
を

名
乗
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
選
挙
を
１
回
も

し
な
い
で
１
党
独
裁
で
動
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
国
。
し
か
し
、
日
本
の
よ
う
に
自
由
が

利
く
、
そ
し
て
選
挙
に
よ
っ
て
幾
ら
で
も
国

の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
程

素
晴
ら
し
い
日
本
の
動
き
。
質
問
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は
私
の
答
え
る
と
こ
ろ
は
無
い

か
と
。

農
業
を
守
る
点
か
ら
、
今
後
の
栄

村
の
農
業
に
か
け
る
思
い
に
つ
い

て
。

議
員
と
思
い
は
た
ぶ
ん
同
じ
だ
と

思
う
。
国
や
県
か
ら
の
指
示
事
項

に
よ
り
村
民
に
対
し
て
不
利
益
を
被
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。

教育委員会事務局長

村　長

施
設
使
用
料
の
み
。
３
歳

以
上
の
小
学
校
就
学
前
の

園
児
、
０
歳
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
。

私
に
何
を
求
め
て
、
何
を

答
え
れ
ば
い
い
の
か
理
解

に
苦
し
ん
で
い
る
。

保
育
料
の
無
償
化
と
は
、

保
育
料
が
全
て
無
料
と

い
う
こ
と
か
。

日
米
首
脳
会
談
か
ら

見
え
て
く
る
動
き
に

つ
い
て
。

上
倉
敏
夫
議
員

齋
藤
康
夫
議
員

保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て

日
米
首
脳
会
談
か
ら
、
今
後

の
交
渉
問
題
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

産
業
建
設
課
参
事

教
育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
元
年
の
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て



（20）広 報 さ か え令和元年８月１日




